
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 写
しゃ

真
しん

立
た

てにはなつかしいテーブル。かつては、

家族
か ぞ く

みんなでこのテーブルを囲
かこ

んでいたのに、

今
いま

はそれぞれの場所
ば し ょ

で別々
べつべつ

のことをしている。

誰
だれ

も座
すわ

らなくなったテーブルはだんだん小
ちい

さく

なって、とうとう消
き

えてなくなった。ヴァイオレ

ットは再
ふたた

び家
か

族
ぞく

をテーブルに集
あつ

めようとステキ

なことを思
おも

いついた！ 

ぼくは犬のハル。箱
はこ

の中
なか

からひろわれて、

ある男
おとこ

の子
こ

と家族
か ぞ く

になったんだ。でも、体
からだ

が

大
おお

きくなると外
そと

につながれて、家
か

族
ぞく

は遊
あそ

んで

くれなくなった…。 

飼
か

い主
ぬし

を慕
した

い信
しん

じたペットの悲
かな

しみ、命
いのち

の

大
たい

切
せつ

さを、家
か

族
ぞく

みんなで考
かんが

えてください。 

 

世界中
せかいじゅう

で猛威
も う い

を振
ふ

るっている新型
しんがた

コロナウイ

ルス。３年
ねん

前
まえ

に初
はじ

めて発見
はっけん

されてからまたたく

まに世界中
せかいじゅう

に感染
かんせん

、パンデミックとなった。そ

して、ウイルスはどんどん変化
へ ん か

して、いまだに

収
おさ

まらない。これからどうなっていくのだろ

う？私
わたし

たちにできることってなんだろう？ 

「パン屋
や

なんてなくなればいいのに！」。パ

ンが大
だい

嫌
きら

いなパン屋
や

の少
しょう

年
ねん

田
た

村
むら

さん。ところ

が、大学
だいがく

で環境
かんきょう

問題
もんだい

を学
まな

ぶうちに、森
もり

のいのち

をいただいて、パンが作
つく

られることに気
き

が付
つ

い

た。パン職人
しょくにん

を目指
め ざ

した田村
た む ら

さんの「しあわせ

のレシピ」づくりの旅
たび

が始
はじ

まった。 

「捨
す

てないパン屋
や

の挑戦
ちょうせん

  
しあわせのレシピ 」 

井出 留美/著 

（あかね書房） 

 

「パンデミック・プラネット 

     感染症
かんせんしょう

が地球
ち き ゅ う

にあたえる影響
えいきょう

」 
 アンナ・クレイボーン/作 大山 泉/訳  

（評論社） 

 

「ハ ル の 日
ひ

」 
渡辺 眞子/文  どい かや/絵 

（復刊ドットコム） 

 

「すてきなテーブル」 

ピーター・レイノルズ/作  島津 やよい/訳  

（新評論） 

とんちばなしの「吉
きっ

四六
ち ょ む

さん」。思
おも

わず

笑
わら

いだしたり、なるほどと感心
かんしん

したり。自
じ

分
ぶん

で読
よ

んでももちろん面白
おもしろ

いけれど、誰
だれ

か

に読
よ

んでもらうともっと面白
おもしろ

い。家族
か ぞ く

で 1

話
わ

ずつ読
よ

みあって楽
たの

しんでください。 

 

「吉四六
きっちょむ

さん」 
 小澤 俊夫/監修 

小澤昔ばなし大学再話研究会/再話 

二俣 英五郎/絵 

（小峰書店） 
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時津町は「家読
うちどく

」を推進
すいしん

しています 

日本語
に ほ ん ご

は住
す

んでいるところで言葉
こ と ば

が違
ちが

う。

あなたがふだん話
はな

している「見
み

たばい」や

「やぜかー」は長崎
ながさき

弁
べん

。意識
い し き

してみると意外
い が い

と使
つか

っている方言
ほうげん

。日本
に ほ ん

各地
か く ち

の方言
ほうげん

を調
しら

べて

みよう。同
おな

じ意味
い み

の言葉
こ と ば

でも、まったく言
い

い

方
かた

が違
ちが

うものや、同
おな

じ言
こと

葉
ば

でも意
い

味
み

が違
ちが

うも

のもあるよ。 

「方言
ほうげん

ずかん」 

篠崎 晃一/監修 本作り空 Sola/編 

山田 タクヒロ/絵 

（ほるぷ出版） 
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